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研究成果の概要（和文）：本研究では、ワーキングメモリ内の機能である実行機能（中央実行系）及び音韻ルー
プに焦点を当てて、英語活動の経験者である小学校高学年及び中学生を対象に接触頻度の高い言語刺激に限定
し、母語（日本語）と外国語（英語）に関するストループ及び逆ストループ効果の特徴を中心に研究を進めた。
特にワーキングメモリ内の実行機能（中央実行系）を中心とする言語（日本語及び英語）への注意力及び選択的
注意力、抑制機能及び言語の自動化において学年間（認知発達段階）の特徴を探った。

研究成果の概要（英文）：This study investigated the cognitive developmental features associated with
 first (Japanese) and foreign (English) languages, including attentional and selective attention 
abilities, and language processing in children participating in elementary foreign (English) 
language activities (5th-9th grades). Basic data were obtained on the effectiveness of English 
learning in elementary and junior high schools. A total of 566 students participated; their 
performance on reverse-Stroop tasks, and Stroop tasks using matching responses, was measured. The 
principal results were as follows: First, attentional abilities for both languages increased 
commensurate with grade. Second, reverse-Stroop interference rates (indexing selective attention to 
language) were higher in junior high vs. elementary school students, for both languages. Third, 
Stroop interference rates (indexing selective attention to colors) were lower in the older junior 
high school students. 

研究分野：英語教育学，心理言語学
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 小学校外国語（英語）活動に関する研究に
おいて、言語習得に重要とされるワーキング
メモリ（Working Memory：以下WM）の機能
に特化した研究が極めて少ない現状にある。
2011 年度より小学校の高学年で外国語活動
が必修化となり、小学校外国語活動の研究が
増えつつあるものの、先行研究の大半は高学
年のみを対象にしており、小学校の全学年や
外国語活動の影響に伴う長期間の変容や外
国語活動を経験した中学生も含めた学年別
の相違に関する WM に基づく研究は見当た
らないのが現状である。 
 
２．研究の目的 
本研究では、WM内の機能である実行機能
（中央実行系）及び音韻ループに焦点を当て
て、英語活動の経験者である小学校高学年及
び中学生を対象に接触頻度の高い言語刺激
に限定し研究を進めた。特にWM内の実行機
能（中央実行系）を中心とする言語（日本語
及び英語）への注意力及び選択的注意力、抑
制機能及び言語の自動化において学年間（認
知発達段階）の特徴を探った。 
 
３．研究の方法 
（１）参加者：某附属小学校である A小で
外国語活動に参加している５、６年生と同中
学校で英語を学習している A 中の全学年を
対象とした。A中には A小以外の児童が１割
ほど入学している。A中の生徒はいずれも全
員が小学校の高学年時に外国語活動の経験
を有している。A小の外国語活動はクラス担
任が定期的に ALT との TT を実施している。
A 中の英語学習も A 小と同じ ALT と定期的
に TT を実施している。本調査に協力頂いた
児童・生徒の英語への接触時間数は、１回の
授業時数を１時間と表記するが、小学校の１
時間は 45 分、中学校は 50 分の授業である。
小学校の外国語活動は週１時間、中学校の英
語は週４時間でそれぞれ年間 35 週である。
このことから、学年別の英語接触時間数は、
小学５年生が 35時間、小学６年生は 70時間、
中学１年生は 210 時間（小学校での年間 35
時間×２年間＋中学１年の週４時間×35 週）、
中学２年生は 350 時間（小学校での年間 35
時間×２年間＋週４時間×35 週×２年間）、
中学３年生は 490 時間（小学校での年間 35
時間×２年間＋週４時間×35週×３年間）で
ある。なお、本調査の対象者である小学５、
６年生が学校以外（塾や家庭学習等）で英語
に触れている割合は、それぞれ 69.0％、75.3％
と学年が上がるに従い増加する傾向にあり、
事前のデータ確認として両者（学校以外での
英語への接触の有無）の二言語版の各課題及
び両干渉率に殆ど差はなかったことから、学
校以外での英語学習の有無を区別すること
なく、学年毎のデータとして取り扱っていく。
調査データ数に関しては、②のテストを適切
に受験し、なおかつ右利きの学習者のみを神

経心理学の脳機能の立場（Knecht et al. 2000）
から取り扱っているので、学校に在籍する児
童・生徒総数ではない。また、各学年の小学
校外国語活動及び中学校英語の授業時間数
はデータ収集時点で児童が英語の授業に参
加した総時間数ではない。 
（２）マテリアル：日本語版の箱田・渡辺
（2005）の「新ストループ検査Ⅱ」（以下、
日本語版検査Ⅱ）と英語版の Hakoda、 
Watanabe、 & Matsumoto（2007）の「Stroop and 
Reverse-Stroop Test」（以下、英語版検査Ⅱ）
を使用した。これらは視覚反応によるもので、
いずれも集団測定用に作成されたテストで、
ストループ干渉と逆ストループ干渉の両方
を測定できるものである。ストループ及び逆
ストループのテストの両言語版ともに注意
力及び選択的注意力を調査するもので、各言
語版ともに４つの各課題を 60 秒で回答する
設定となっている。両言語版のテストは、言
語（日本語もしくは英語）の違い以外、全く
同一の内容で、各テストに４種類の課題（課
題１から４）が含まれている。課題１（逆ス
トループ統制課題）は黒インク一色で示され
ている単語（日本語版は平仮名で「あお」「あ
か」「みどり」「きいろ」「くろ」と表記、英
語版ではアルファベットで“blue”“ red”
“green”“yellow”“black”と表記）の意味に
対応する色パッチを５つのうちから１つ選
択するものである。課題２（逆ストループ干
渉課題）は課題１で前述した５つの色のうち
のいずれか１つのインクの色で書かれてい
る単語のインクの色を無視して単語の意味
に対応する色パッチを５つのうちから１つ
選択するものである。逆ストループテストに
おける課題１と２は注意力を評価し、書かれ
た単語に焦点を当てるものである。課題１と
２に関する逆ストループ干渉率は言語に関
する選択的注意力を反映している。課題３
（ストループ統制課題）は色パッチ自体に対
応する色名を黒のインクで示された単語５
つのうちから１つ選択するものである。課題
４（ストループ干渉課題）は５色のインクの
いずれかで示されている単語のインクの色
に該当する色名を黒インクで示している５
つの単語のうちから１つ選択するものであ
る。ストループテストにおける課題３と課題
４は注意力を測定するもので、色への注意に
焦点を当てている。課題３と課題４のストル
ープ干渉のスコアは、色に関する選択的注意
力を評価しているものである。 
（３）手順：日本語版と英語版の検査Ⅱは、

A小では各クラスでクラス担任が一定の期間
内に実施した。また、A中では英語の授業時
間内に教科担任が A 小と同じ期間に実施し
た。いずれも各課題の本番に入る前に練習問
題で内容を確認し、必要に応じて補足説明を
行った。二つの言語版を実施するにあたり、
日本語版と英語版の実施順番において学年
毎にカウンターバランスを取った。 
（４）評価：正しく選択回答されている数



を各課題の正答数として採点した。  
 
４．研究成果 
詳細は５の主な発表論文等の文献に譲る
ものとする。 
日本語版と英語版の逆ストループテスト
及びストループテストを小学５年生から中
学３年生を対象に４種類の課題の正答数、二
言語版それぞれの二種類の干渉率を分析し
た。４種類の正答数は、日本語版の一部（小
学６年の課題２、課題３、課題４の正答数は
中学１年よりも若干高い）を除き、各課題条
件の二言語ともに小学５年から中学３年ま
で右肩上がりのパターンを示していた。この
両言語版における各課題の年齢群の比較に
おいて上昇する傾向が見られた。今回の調査
における年齢群（小学５年から中学３年）の
学年の上昇に伴う注意力の増加は、検査Ⅱの
日本語版を使用した松本他（2012）や検査Ⅱ
の日本語版と英語版を使用した Sakuma
（2011）と酷似しており、認知発達段階に伴
い、二言語の注意力は上昇していると言える。
また、両言語間の各課題の相関は、言語への
注意を要求される課題１及び課題２に関し
ては、総じて小学生よりも中学生のほうが高
い傾向にあるものの、色への注意を要求され
る課題３及び課題４は、小学５年は、中学１、
２年よりも低いものの、小学６年よりも高く、
中学３年とはほぼ同じであった。この結果か
ら、言語への注意（課題１及び課題２）につ
いては、一定の傾向の可能性が見られたと言
える。また、色の意味表象に関わる課題３と
課題４の相関が、言語自体の意味表象に関わ
る課題１や課題２よりも高い結果は、二言語
に共通の意味の概念化を示唆している可能
性がある。この点に関して、今後、学習者の
英語熟達度の相違による相関についても調
査していく必要がある。さらに、今回の調査
は刺激及び反応の言語は同一であり、言語内
干渉を測定したが、今後、新たな組み合わせ
として、日本語刺激に対する英語反応やその
逆のパターンである言語間干渉も含め比較
検討していくことが必要である。 
 各干渉の二言語の結果に関して、先行研究
の議論を踏まえて主に３つの視点（抑制機能、
言語発達、刺激と反応の連合強度）から考察
した。逆ストループ干渉の日本語版に関して、
小学５、６年の干渉率は、ほぼ同じ数値で中
学生の全学年よりも低く、中学生のほうが高
い干渉率となった結果は松本他（2012）と類
似している。また、逆ストループ干渉の英語
版に関しては、中学１年から中学３年の数値
の違いは多少あるものの有意差はなく、一方、
小学５年と中学生の全学年間及び小学６年
と中学１年、中学３年との比較においては有
意差があった。総じて、中学生の全学年は小
学５年よりも干渉率が大きい点は、日本語版
の松本他（2012）及び本調査の日本語版と類
似している。逆ストループ干渉の日本語版に
関して、中学生のほうが高い干渉率は、中学

生が小学生よりも無関係の色情報に対して
色への抑制機能が非常に弱いとの理由によ
るものとは考え難く、むしろ言語発達に伴い
色と色命名の連合強度が増加し、連合強度が
増すことで色情報からの干渉が増加したも
の（Blais & Besner、2006）と思われる。また、
逆ストループ干渉の英語版に関しても、日本
語版の結果と同様に中学生のほうが高い干
渉率であり、中学生が小学生よりも無関係の
色情報に対して色への抑制機能が非常に弱
いとの理由よりは、むしろ英語の発達に伴い
色と色命名の連合強度が増加し、連合強度が
増すことで色情報からの干渉が増加した可
能性があると思われる。しかし、その一方で、
日本語版と英語版のこの干渉率に関する相
関が弱いことは、二言語の自動化の発達の相
違（日本語と比較して英語の自動化の低さ）
を示唆していると推察される。中学生の学年
が上がるごとに低い相関ではあるものの、そ
の数値が少しずつ高くなる傾向を考慮する
と、言語に関与する認知能力の発達が影響し
ている可能性も残されている。小学５年から
中学３年の調査対象者の英語への接触の仕
方（小学校英語の単なる活動として音声に慣
れ親しむことが要求される言語処理水準の
浅さ、中学校英語の教科として言語の正確な
理解及び産出が求められる言語処理水準の
深さ）や接触量（小学校英語に比べ中学校英
語の時間数の多さ）の相違を考慮すると、日
本語同様に英語における微視的レベルでの
自動化の発達を示唆している可能性がある
のかもしれない。 
ストループ干渉の日本語版に関しては、小
学５年の干渉率が最も大きく、中学３年が最
小の傾向にあった。この傾向は、小学６年の
干渉率が最大であった松本他（2012）の結果
とは若干異なるものの全体的には大差はな
く、特に中学３年の干渉率が最小であること
は渡辺他（2011）や松本他（2012）とも類似
していた。また、ストループ干渉の英語版に
関しては、日本語版と同様に小学５年が最も
大きく、中学３年が最小の傾向にあり、渡辺
他（2011）や松本他（2012）とも類似してい
た。学年間の比較では、中学３年を除き有意
差がなかった。干渉率が最も低い中学３年と
他学年間の比較では、小学６年との比較のみ
有意差がなく、それ以外の学年とはそれぞれ
中学３年が有意に低かった。上記の二言語版
ともに中学３年でストループ干渉率が激減
した。ストループ干渉の日本語版の結果の解
釈として、子供のストループ干渉が強まるの
は、抑制機能の未発達（La Heij & Boelens、 
2011）によるもので、この機能は課題に無関
係の言語情報のみの抑制に限定されている
（松本他、2012）。刺激と反応の連合強度に
おいて、刺激が色の場合、色の名前を読む行
為は単語の読みに比べ頻繁には行われない
ことから、刺激と反応の連合強度が相対的に
弱く、連合強度の強い言語処理から干渉を受
けることになる。言語発達においても、小学



５、６年生は中学生に比べ言語能力は低いと
考えられる。以上の点から、小学５、６年生
が中学生に比べストループ干渉率が高い理
由は、小学５、６年生の読みの能力が中学生
よりも低く、刺激と反応の適切な連合強度は
弱く、不要な情報を抑制する能力も低いこと
から言語をコントロールする能力が劣るこ
とによるものと考えられる。 
ストループ干渉の英語版の結果の解釈は
日本語版と同様で、子供のストループ干渉の
強さは抑制機能の未発達と関連し、英語の場
合、色の名前を読む行為が日本語よりも少な
く、刺激と反応の連合強度はさらに弱くなり
連合強度の強い言語処理から干渉を受ける
ことになる。以上の点から、英語版において
も、日本語版と同様、小学５、６年生が中学
生に比べストループ干渉率が高い理由は、小
学５、６年生の読みの能力が中学生よりも低
く、不要な情報を抑制する能力も低いことか
ら言語をコントロールする能力も劣るもの
と考えられる。今回の英語の結果が、母語（日
本語）と類似した傾向が見られる点では、言
語処理の類似した認知発達的特徴を示唆し
ているのかもしれない。しかし、その一方で、
この干渉の両言語間での相関が、小学６年や
中学１年では弱く、中学２年では顕著で、中
学３年では見られない結果は、逆ストループ
干渉とは多少異なる傾向を示している。この
特徴は前掲の図１で示したように両干渉の
異なる生起プロセスにおいて作用する言語
能力や抑制過程の相違を示唆しているもの
と推察される。 
 この調査から、小学校外国語活動で触れる
英語は基本的な語彙に限られていることを
考慮すると、今回刺激材料として使用したわ
ずか５色の言語に関する複数の注意力や選
択的注意力の調査は限定的ではあるが、二言
語の認知機能の特徴（抑制機能、自動化及び
連合強度）を引き出す指標であると言える。 
最後に、今後の英語教育の特徴と研究上の
課題を以下に記しておく。 
小学校英語の教科化の動き（文部科学省、

2013）に伴い、小学校、中学校、高等学校及
び大学との連携が叫ばれる昨今において、４
技能に関する言語能力だけでなく、言語習得
の根幹を成す WM 内の実行機能に関する認
知発達的特徴の視点から、日本語及び英語の
処理の数多くの基礎的研究データをもとに
英語の指導方法（インプット、インテイク、
アウトプット）を探ることも重要と言える。
今後の課題として、小学生から大学生までを
射程に入れ、英語接触量（時間数）及び接触
方法（処理の深さや指導方法）の相違による
注意力（４つの課題）や言語及び色への選択
的注意力（逆ストループ干渉及びストループ
干渉）の特徴について、母語（日本語）及び
英語（外国語）の比較検討を行っていきたい
と考えている。 
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